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平成13年度予算－2
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みんなのひろば 8

情報宅配便 12

○無料の法律相談を開きます

○マル福制度(医療福祉制度)が一部改正されました



『げんき･やるき・

かがやきのあるま

を目指して…

平成13年度予算13年度

新
し
い
世
紀
の
幕
開
け
と
な
る
平
成
一
三
年
度
予
算
が
、
三
月
一
二
日
伽

の
第
一
回
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
前
年
比

二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
い
う
厳
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
第
三
次
高
萩
市
総
合
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
平

成
二
二
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
こ
の
計
画
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
は
『
げ
ん
き
・
や
る
き
・
か
が
や
き
の
あ
る
ま
ち
～
高
萩
～
』
。

そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
今
年
度
予
算
の
概
要
と
例
年
に
な
く
厳
し
い
財
政
事
情

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ち』

溌
禰
鰐
悩
む

歳
入
に
は
、
ま
ず
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
市
税
が
あ
り
ま

す
。
市
税
に
は
市
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
、
今

年
度
は
歳
入
総
額
の
三
八
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し

》

を
歳
出
と
い
っ
て
経
理
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
会
計
に
は
大
き
く
分
け
て

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ

あ
り
ま
す
。

い
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
予
算
の
期
間
は
四

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
で
、
市
に

入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
、
使
わ
れ
る
お
金

市
の
行
う
仕
事
は
、
す
べ
て
予
算
に
基
づ 蕊

灘蕊
蕊

力 3

8億5,872万

6億4.060万

２
４

７
５

１
く

円
円

一
Ｊ
｜
』

、 N他

１

な
が
ら
市
税
収
入
は
年
々
伸
び
悩
み
の
傾
向

に
あ
り
、
予
算
額
で
は
前
年
度
に
比
べ
わ
ず

か
約
四
千
八
百
万
円
の
増
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
歳
入
に
は
各
基
金
か
ら
の

繰
入
金
、
諸
収
入
や
財
産
収
入
、
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
繰
入

金
で
は
前
年
度
よ
り
約
一
億
七
千
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
歳
入
不
足
に

対
応
す
る
た
め
に
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

市
が
独
自
で
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
こ
れ

ら
の
お
金
の
こ
と
を
自
主
財
源
と
い
い
、
行

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
一

つ
の
尺
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
と
は
反
対
に
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
を
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
。

今
年
度
予
算
で
は
地
方
交
付
税
が
三
三
億
六

百
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
二
七
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
次
い
で
国
・
県
支
出
金
、
市

債
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〆国倶支出金
12億6,768万円

=L12gl&1一一一

謹鳶

蕊謹
塗き§､E3＆

ヨ ニ

地方交付税
33億600万円

露
’

蕊急㈲
｛頬9%),↑億2,018万円蕊識蕊蓋

蕊鍾蕊講蔦鱗鐸蕊議､豊

琴5巻輝9%)

こ
れ
ら
の
自
主
財
源
と
依
存
財
源
を
合
わ

せ
た
総
額
二
九
億
二
千
五
百
万
円
が
、
今

年
度
の
一
般
会
計
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

｛
〉
耐
》
重
点
的
・
効
果
的
に
配
分

歳
入
が
決
ま
れ
ば
そ
の
財
源
を
配
分
し
、

い
か
に
有
効
に
使
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
前
年
度
に
続
い
て
税
収
面
で

の
増
収
を
多
く
見
込
め
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
福
祉
や
教
育
の
充
実
を
は
じ
め
都

市
基
盤
整
備
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
介
護
保
険
な
ど
新
し
い
行
政
需
要
に

も
対
応
し
た
予
算
の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
新
規
事
業
に

つ
い
て
は
必
要
性
や
緊
急
性
、
事
業
効
果
な

ど
を
徹
底
的
に
検
討
し
な
が
ら
重
点
的
・
効

果
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

万
１

７
％
弱
６

億
〃

９

民生費
24億5,654万円
(20.6%)

鴬誰

錨
_=言=言二三:：

土木費
17億6,037万円
（148％)

澪零驚
14

、

篭

蝉

…
灘諜

’
教育費

17億1 ,465万円
（14.4％）

司 蕊蕊
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7
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
取
り
組
み
を
現
す
『
第
三
次
高
萩
市
総
合
計
画
』
に
示

さ
れ
た
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
今
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

口
乳
幼
児
医
療
費
▼
６
０
４
万
円

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費
無
料
化
に

向
け
た
助
成
を
行
い
ま
す
。

口
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
経
費

４
５
０
万
円
▼
身
体
障
害
者
や
難
病
の

人
な
ど
を
地
域
で
見
守
り
支
え
合
う
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
経
費

２
，
１
４
４
万
円
▼
「
高
齢
者
を
囲
む

健
康
で
や
す
ら
か
な
ま
ち

地
域
福
祉
や
保
健
・
医
療
の
充
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

快
適
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

溝~f＝ず

；§賎…＃

蕊
会計別の平悶13年度予算※( ）は前年比の伸び率

一般会計 119億2,500万円（△22)

特別会計 74億860万円 (88)
口国民健康保険事業 22億500万円 (1 . 1)

口老人保健事業 36億8,000万円 (64)

口町西側土地区画轄理事業 7,040万円(423.5)

口公共用地先行取得事業 1,620万円 (41.8)

口介護保険事業 10億8, 100万円 (2.0)

口霊園事業 3億5,600万円 （皆増）

企業会計 11億3,010万円
口水道事業 9億9,480万円

口工業用水道事業 1億3,530万円

三
世
代
の
集
い
」
や
情
報
通
信
技
術
講
習

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

口
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
経
費

１
，
７
０
１
万
円
▼
配
食
・
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
軽
度
生
活
援
助
事
業
、
生
き
が

い
活
動
支
援
通
所
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
経
費

１
億
４
９
８
万
円
▼
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

ー

戸
一
一
二
一
一
二

三
一
二
二
テ
ニ

204億6,370万円合計

市
で
は
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
事
業
や

介
護
保
険
事
業
な
ど
五
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
新
た
に
霊
園

事
業
が
加
わ
り
、
合
わ
せ
て
六
つ
の
特
別
会

計
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
霊
園
事
業
に
は
三

億
五
千
六
百
万
円
が
計
上
さ
れ
た
た
め
、
特

別
会
計
全
体
で
は
前
年
比
で
八
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

市
が
行
う
事
業
の
中
で
企
業
的
な
性
格
を

持
つ
事
業
に
設
け
て
い
る
会
計
で
、
水
道
事
業

と
工
業
用
水
道
事
業
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

口
霊
園
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
，
６
６
０
万
円
▼
霊
園
を
整
備
す
る

た
め
の
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
で
す
。

口
市
営
住
宅
改
修
経
費
３
，
８
４
５
万
円

▼
高
浜
市
営
住
宅
の
防
水
工
事
、
外
壁
・

給
水
施
設
改
修
の
た
め
の
経
費
で
す
。

■
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

川
億
５
，
８
５
７
万
円
▼
十
王
町
と
取

り
組
ん
で
い
る
斎
場
の
管
理
運
営
や
し

三

一
自
然
と
共
生
す
る
安
全
な
ま
ち

上
下
水
道
や
市
営
住
宅
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
消
防
・
防
災
機

能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

＊
金
額
は
、
千
円
単
位
を
四
捨
五
入

口
印
は
、
今
年
度
の
新
し
い
事
業

ー

予算の用語解説

尿
・
じ
ん
芥
処
理
事
業
、
消
防
関
係
事
業

の
負
担
金
で
す
。

■
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
負
担
金

８
億
７
，
５
１
４
万
円
▼
日
立
市
、
十
王

町
と
取
り
組
ん
で
い
る
下
水
道
整
備
事
業

の
負
担
金
で
す
。

口
消
防
分
団
詰
所
整
備
事
業

１
，
５
３
１
万
円
▼
横
川
地
区
の
分
団

詰
所
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

■地方交付税〃

国から市に交付されるお金のことです。全国の自治

体では税金の収入などがそれぞれに違うため､自治体

だけの収入で施策を行おうとすると、自治体間に大き

な格差が出でしまいます｡そのような格差を一定の水
準でとどめるために設けられたのが地方交付税です。

■市債

簡単にいえば、市の借金です。自治体が事業を行う

にあたって臨時的に多額の出費が生じたり、将来の市

民にも経費を払ってもらうこどが､かえっを碑と考
えられる場合に市債を用いることができます。

3



■
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
経
費

２
，
５
１
５
万
円
▼
集
団
転
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
家
等
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業

６
，
４
３
３
万
円
▼
花
貫
直
売
所
の
隣
接

地
に
花
貫
物
産
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

■
農
道
整
備
事
業
１
，
７
９
８
万
円

▼
広
域
農
道
や
ふ
る
さ
と
農
道
を
整
備
し

ま
す
。

■
林
道
整
備
事
業
２
億
７
，
８
３
１
万
円

▼
林
道
烏
曽
根
線
、
杉
内
線
の
開
設
と
大

荷
田
線
の
舗
装
を
行
い
ま
す
。

口
商
店
街
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金

１
，
３
１
０
万
円
《
▼
高
浜
町
商
店
街
の

口
国
土
調
査
土
地
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
経
費

３
２
８
万
円
▼
地
籍
調
査
の
成
果
を
瞬

時
に
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

口
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

８
０
７
万
円
▼
都
市
計
画
道
路
３
．
４

・
１
号
安
良
川
下
手
綱
線
ほ
か
一
路
線
の

整
備
に
向
け
た
測
量
等
を
行
い
ま
す
。

■
道
路
改
良
・
舗
装
・
側
溝
排
水
路
整
備
事
業

１
億
２
，
６
０
８
万
円
▼
道
路
改
良
は

字 三

農
業
や
林
業
、
商
業
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

適
正
な
土
地
利
用
や
道
路
・
河
川
の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
、
快
適
な

都
市
空
間
の
創
出
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち

２
０
０
万
円
▼
駅
前
通
り
の
活
性
化
に

向
け
た
事
業
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

□
（
仮
称
）
歴
史
と
文
化
の
里
づ
く
り
基
本
構

想
作
成
経
費
２
１
５
万
円
▼
松
岡
地

区
の
総
合
的
な
振
興
策
に
つ
い
て
の
調
査

街
路
灯
を
整
備
し
ま
す
。

■
高
萩
市
商
店
会
活
性
化
補
助
金

９
路
線
、
舗
装
は
Ｉ
路
線
、
側
溝
排
水
路
に

つ
い
て
は
３
路
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

口
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

８
，
４
７
３
万
円
▼
前
年
度
か
ら
引
き

続
く
１
路
線
の
歩
道
整
備
と
新
た
に
ｌ
路

線
の
整
備
に
向
け
た
測
量
等
を
行
い
ま
す
。

□
Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
自
由
通
路
整
備
基
本
構
想
策
定
料

１
，
０
０
０
万
円
▼
中
央
跨
線
橋
の
整

備
に
向
け
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

飾
↑
識

罎
蹄一

… ←も雪雲謹言

雨戸

}硴貢物産センターの

|'渥営費|を補助します
職 Ⅱ ､ Ⅱ

一
叩

口
財
務
会
計
Ｃ
／
Ｓ
シ
ス
テ
ム
経
費

１
，
３
２
３
万
円
▼
財
務
会
計
の
迅
速

な
処
理
を
進
め
ま
す
。

口
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

経
費
４
３
４
万
円
▼
居
住
地
外
で
住

民
票
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
体
制
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

（

》

援
し
ま
す
。

口
学
校
施
設
整
備
事
業

６
，
５
９
７
万
円
▼
学
校
に
洋
式
ト
イ

を
設
置
す
る
ほ
か
、
高
萩
小
学
校
体
育
館

と
東
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

■
穂
積
家
住
宅
保
存
整
備
事
業
行
～
望
羅
鐘

口
適
応
指
導
教
室
設
置
経
費
２
３
４
万
円

▼
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問

題
に
対
応
す
る
指
導
室
を
設
置
し
ま
す
。

■
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査
研
究

事
業
２
２
８
万
円
▼
中
学
校
で
の
い

じ
め
や
不
登
校
の
ほ
か
、
心
の
悩
み
を
相

談
す
る
専
門
の
相
談
貝
を
高
萩
中
学
校
と

秋
山
中
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

口
中
学
生
社
会
体
験
・
ふ
る
さ
と
発
見
事
業

中
学
生
社
会
体
験
・
ふ
る
さ
と
発
見
事
業

⑤ 5５
３
万
円
▼
中
学
生
の
社
会
体
験
活
動

や
小
学
生
の
ふ
る
さ
と
再
発
見
活
動
を
支

新
し
い
行
政
需
要
に
対
応
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み
や
行
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
支
え
る
ま
ち

時
代
を
担
う
心
身
と
も
に
健
康
で
創
造
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
学
校

教
育
や
、
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち

口
市
土
地
開
発
公
社
経
営
支
援
経
費

３
億
８
８
５
万
円
▼
市
土
地
開
発
公
社

の
経
営
健
全
化
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

口
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
補
助
金

１
８
０
万
円
▼
秋
山
下
お
は
や
し
保
存

会
に
太
鼓
等
の
備
品
を
整
備
し
ま
す
。

２
億
２
，
４
４
１
万
円
▼
穂
積
家
住
宅

の
保
存
・
環
境
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

口
情
報
通
信
技
術
講
習
推
進
経
費

９
０
８
万
円
▼
生
涯
学
習
施
設
等
で
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
を
学

ぶ
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

口
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

２
２
５
万
円
▼
中
央
公
民
館
の
和
室
な

ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

｜
L－
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霧
ぴ
職
蕊
雛

現
在
の
地
方
自
治
体
財
政
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
等
に
よ
り
税
収
入
が
落
ち
込
む
一

方
で
、
国
の
景
気
対
策
に
よ
る
地
方
債
の
大
量
発
行
に
伴
う
償
還
金
の
増
加
や
減
税
の
実

施
な
ど
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
県
税
収
入
の
伸
び
が
見
込
め
な
い
中
で
、
こ
の
財
源
不
足
に
対
し
て
一

般
財
源
基
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
取
り
崩
す
と
と
も
に
、
職
員
の
給
与
削
減
を
前
年
度
に
引
き

続
い
て
実
施
す
る
な
ど
、
厳
し
い
内
容
の
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
出
に
は
、
人
件
費
や
借
入
金
の
返
済

（
公
債
費
の
償
還
）
な
ど
ど
う
し
て
も
支
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
経
費
と
、
道
路

整
備
や
義
務
教
育
施
設
整
備
な
ど
に
支
出
す

る
投
資
的
経
費
が
あ
り
ま
す
。
年
々
、
義
務

的
経
費
が
増
え
続
け
て
い
る
中
、
平
成
二

年
度
以
降
は
投
資
的
経
費
へ
充
て
る
財
源
が

不
足
し
、
事
業
な
ど
が
急
激
に
減
少
し
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
（
図
ｌ
）
。

こ
の
よ
う
に
義
務
的
経
費
が
確
実
に
増
え

額
に
な
っ
て
い
ま
す
、

こ
の
財
政
事
情
は
本
市
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
歳
入
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
市

税
は
平
成
九
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
市
税
の
平
成

一
二
年
度
の
決
算
見
込
額
は
四
五
億
七
千
九

百
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
金
額
は
平
成

八
年
度
決
算
額
と
ほ
ぼ
同
額
と
い
う
低
い
金

篝 市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
０

糠

鰄溌＃
謹碍垂》一審

続
け
る
こ
と
は
、
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
原

因
と
も
な
り
ま
す
。
こ
の
硬
直
化
の
度
合
い

を
見
る
指
標
が
経
常
収
支
比
率
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
本
市
の
数
値
は
平
成
一
一
年
度
決

算
で
八
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
毎

年
恒
常
的
に
入
っ
て
く
る
収
入
の
八
割
以
上

が
義
務
的
経
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債

に
つ
い
て
は
、
国
の
数
次
に
わ
た
る

経
済
対
策
事
業
へ
の
取
り
組
み
や
減

税
補
て
ん
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
、

平
成
一
二
度
に
は
約
一
六
億
九
千
五

百
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の

結
果
、
図
２
が
示
す
よ
う
に
市
債
現

在
高
見
込
み
額
は
一
三
七
億
四
千
六

百
万
円
と
な
り
、
今
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
額
を
上
回
る
多
額
の
借

入
金
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

増

ー

[図1 ］市税収入と投資的経費の推移

鰯
印

） ９
四

７
。
・
Ｔ
Ｉ
Ｉ

５
１

（

３
Ｉ

40

市
に
は
、
一
般
の
家
庭
で
は
定
期
預
金
に

あ
た
る
基
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
的
確
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
も

の
で
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
、
地
域

振
興
基
金
な
ど
九
つ
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
一
二
年
度
末
の
こ
れ
ら
の
残
高
合
計
は

約
一
二
億
八
千
九
百
万
円
で
、
平
成
一
○
年

度
末
と
比
較
し
て
三
億
二
千
八
百
万
円
の
減

と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
急
激
な
減
少
は
、

市
税
収
入
な
ど
の
一
般
財
源
が
伸
び
な
い
中

で
、
一
定
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た

め
に
基
金
か
ら
の
繰
入
を
行
っ
た
た
め
で
、

こ
れ
も
ま
も
な
く
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

…
壷

20.16〃 〆 29.8掘睡~典、 （当初）

f魚群"､篭
， 〆

溌ご”；

（当初）

30

20

10

(年度）2 7 ;8 9 10 11 12(認13(瓢）

蚤

ー

[表1］ 』基金残高の推移

13年度i凱)■''1年度↑;! " ,'2年度“
14"400万円：12f8,900万円

(△10])I (411 .3)

平成10年度
寺 P品 . 乱

16"1,700万円

§ (200)

二一二二皇

金額

(癖%）

12:5,200万円

（△2.9）

師
罐
》
轌
雪
化
を
目
鑪
診
挿
痩
趣
軍
の
準
瞳
こ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
一
○
年
度
か
ら

県
内
他
市
に
さ
き
が
け
、
市
長
な
ど
四
役
の

給
料
を
は
じ
め
管
理
職
手
当
や
時
間
外
勤
務

手
当
な
ど
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
経
費
で
は
、
旅
費
支
給
の
見
直

し
や
事
務
経
費
の
削
減
な
ど
の
行
財
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
財
源
の
確
保

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ

の
対
策
や
間
近
に
迫
っ
て
い
る
ご
み
処
理
施

設
建
設
、
下
水
道
の
整
備
、
総
合
病
院
移
転

の
誘
致
な
ど
、
今
後
多
額
の
経
費
を
必
要
と

す
る
事
業
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
を
打

破
す
る
た
め
に
、
現
在
、
新
た
な
高
萩
市
行
政

改
革
大
綱
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
行

政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
を
柱
と
す
る
こ
の

大
綱
に
基
づ
き
、
市
財
政
の
健
全
化
を
図
り

な
が
ら
、
教
育
や
福
祉
・
医
療
の
充
実
、
道
路

や
下
水
道
の
整
備
な
ど
快
適
な
市
民
生
活
へ

向
け
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図
馴
刷
引
酬
訓
呵
一
Ｆ
斗
吋
剣
》
称
Ｔ
吋
訓
叫
袖
Ｌ
噸

１２
ゞ

ｆ
億
４
、
３
２
１
０
９
８
》
７
６
５

市債現在高の推移
，
ｒ
峠
八
、
韻
削
げ
４
心
４
５
６
斗
等
’
５
↑
４
Ⅱ
Ⅱ
４
０
Ⅱ

､ 12

(見込）

2 9 10 11
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茨城県自治功労賞； 勲五等瑞宝章

畠
24年間の永きにわたり農

業委員として、地域に根差し

た農業の発展にむけて貢献さ

れました｡また､現在も青少年

相談員や民間交通指導貝とし

て、青少年の健全育成や非行

防止に尽力されています。

昭和47年､十王町立十王中

学校長を退職するまでの39

年の永きにわたり、学校教育

の振興に尽力されました。退

職後は高萩地区剣道連盟会長

などを務め、現在も指導にあ

たられています。
鈴木榮さん(赤浜） 長久保正次さん(赤浜）

鳥1

蕊
[よろこびの声］ 当たり前のことを行ってきた

ので、今回の受賞は大変驚きました。いただい

た賞に恥じないようにこれからも頑張りたいと

思います。

[よろこびの声］ 受賞させていただき、嬉しく

思います。戦時中は学ぶことができずだれも

が苦しみました。剣道を支えにこれからも頑張

りたいと思います。
哩
常
晶
午
誹
型
や
車
持
ｆ
酔
い
坪
。
、

i一一

I
I

I
I議
j /可
1 (~1

議

医三

１
１

－
市
議
会
の

一
圭
魔
蕊
建
議
良
Ｉ
Ｃ

市
議
会
の

議
蕊
藩
す
。

日
本
画
の
部
茨
城
県
議
会
議
長
賞

北
畠
桂
子
（
本
町
）
、
工
芸
・
彫
刻
の

部
入
選
横
山
吉
秋
言
蓮
、
佐

藤
重
遠
爲
名
）
、
写
真
の
部
入
選

横
山
孝
夫
言
逗

優
秀
賞
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
待
っ
て
」

な
お
ひ
ろ

蛭
田
直
大
さ
ん
雪
喧
三
景
中
学
校
一
一
一
年
）

第
二
回
「
中
学
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

第
五
回
茨
城
県
健
康
福
祉
祭

わ
く
わ
く
美
術
展
（
敬
称
略
）

お
願
い
し
ま
す
。

ど
一
孔
蓉
よ
ろ
し
く

長矢代洋三さん
(平成13年3月8日から）

一一一
一一一一一一一一一一一一一

国道461号沿いにオーブンする 「清

流の郷花貫物産センター｣｡同センター

周辺の高岡地区などで採れる季節の野

菜や山の幸を直売します。また、地元

産の常陸秋そばを使ったそばもご賞味

いただけます。

０

箪騨

_,一声一鄙一一.畳,……拳』鑓一一齢･塞呼皇と華争4－亀…鳶』;一'…誤嘩酔'稗, ､ヨー

ゴールデンウイーク中に 霜へ
》 忘

龍
を開きます塁

センターでは抽選会を行い、 「しいたけの原木」などを

プレゼントしますので、お越しください。

ざ．韓嚥'､､.…

●

●

●

●

●

●

●

●
Ｑ
Ｏ

私たち洲品します， 佐川好男さん･順子さん(大能）

佃口刷鐵輔ｊ

一蝋

● ､

● ●

･阜 ○

・－
0 ●

星芽，
Q ●
●
G ●

● ●

O● ●

．.．シ：一

あんない

花員第1

ﾄﾝﾈﾙ

戯
細i l

花員第2

トンネル
&

灘
灘,v-、

～

蕊識

1M漂蝶驍黒厚
至市街似

坪

靜

》

猟

縄

伽

鋤

員ダム花
問合せ農林課523-7035
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享
和
元
年
一
Ｘ
ｇ
）
七

（
旧
暦
）
に
八
五
歳
で
亡

高
萩
市
が
生
ん
だ
地
理
学
者
の

せ
き
す
い

長
久
保
赤
水
〈
石
石
～
穴
ｇ
）
は
、

一
口
本
地
図
の
先
駆
者
一

長
久
保
赤
水
は
、
安
永
八
年
（
一
七

七
九
）
大
坂
で
日
本
地
図
（
赤
水
図
）
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
緯
線
（
よ
こ

線
）
と
方
角
線
（
た
て
線
）
を
入
れ
た
初

め
て
の
地
図
で
す
。
ま
た
こ
の
赤
水
図

に
は
、
約
四
五
○
○
も
の
地
名
や
河
川

な
ど
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
発
行
に
よ
り
、
支
配
者
の
も
の
で
し

か
な
か
っ
た
地
図
を
庶
民
も
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

赤
水
の
地
図
か
ら
遅
れ
る
こ
と
四
二

た
だ
た
か

年
、
実
測
に
よ
り
作
ら
れ
た
伊
能
忠
敬

の
地
図
（
伊
能
図
）
は
、
国
家
機
密
と

し
て
明
治
四
、
五
年
ま
で
世
の
中
に
は

出
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
伊
能

図
に
は
内
陸
部
の
地
名
な
ど
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
当
時
の
人
々
が

使
っ
て
い
た
の
は
赤
水
図
で
し
た
。
吉

田
松
陰
ら
幕
末
の
志
士
た
ち
も
使
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
長
久
保
赤
水

は
日
本
地
図
の
先
駆
者
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
。
没
後
二
○
○
年
に
あ
た
る

今
年
は
、
赤
水
の
偉
業
詮
市
報
な

串
》
串
串
評
串
》
》
一
“

ど
を
と
お
し
て
詳
し
§
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

月
二
三
日

く
な
り
ま

赤1
／

「
亦
水
を
顕
彰
し
ま
す

高
萩
市
文
化
協
会
が
発
行
し
た
高
萩

市
民
文
化
誌
「
ゆ
ず
り
は
」
第
七
号
の

中
で
、
東
京
大
学
の
馬
場
章
助
教
授

（
ひ
た
ち
な
か
市
）
が
海
外
に
あ
る
赤

水
図
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ

に
よ
っ
て
黄
金
の
国
と
紹
介
さ
れ
た
日

本
は
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
人
の
憧
れ
の
的
。

そ
の
日
本
を
研
究
す
る
動
き
が
ョ
－
ロ

ッ
パ
で
起
こ
っ
た
際
に
注
目
さ
れ
た
の

が
赤
水
図
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
結

果
ョ
－
ロ
ッ
パ
各
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
に
赤
水
図
が
渡
り
、

今
な
お
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
赤
水
没
後
二
○
○
年
に
あ

た
る
今
年
、
赤
水
を
様
々
な
角
度
か
ら

顕
彰
し
て
い
き
ま
す
。
市
内
外
に
あ
る

赤
水
地
図
や
資
料
、
遺
品
を
整
理
し
リ

ス
ト
を
作
っ
た
り
、
赤
水
の
天
体
図
を

使
っ
た
星
を
見
る
会
を
開
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
赤
水
の
資
料
な
ど
の
展
示
会
を
行
い

ま
す
。
市
報
で
は
赤
水
を
連
載
し
、
偉

業
や
当
時
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

赤
水
を
顕
彰
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
で
生
涯
学
習
課
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
’
三
八
’
○
○
｜
｜
｜
｜
｜
｜

高
萩
市
本
町
一
の
二
○
八

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

水
図
の
国
際
的
な
人
気
一

ー

鴛勘
鱒

…鳶渉庫＝諄…蕊詮…ら言 …尋､震…感 灘溌蕊…

；日本地図の先駆者
鳶？ ？〃 唇_今 一℃ ■豊〆…

長久保

嘩
聴
母
静
驚
慰
遜
激
議
《
鳶

せき熟患‘"謎‘すい

赤水
鳶
驚
驚
《
鶯
慧
鴬

蕊

没後200年記念連載スタート生涯学習課憲23-] ]32
溌毎が蕊…、茅璽…華…姜暴雷鉾当:…鐸急……＃奄罵…蟻月;識軍議f:〆切

~

蕊溌 ▲座像
はるもり

水戸藩6代目の徳川治保やその弟の宍
よりひら

戸藩主の松平頼救に漢籍などを教えてい
じこう

た水戸藩侍講の時の姿。

かいせいにほんよ ち ろていぜんず

卦改正日本輿地路程全図
しんこく

寸法は縦84cm、横135cm、内題を「新刻日本輿地路程全

図」といい、縮尺は10里（約40km)を1寸（約3cm)とし、

約129万6千分の1の縮尺になっています。方位盤は12個、

6色のカラー印刷で発行された当時としては、一番美しい地

図といわれています。

識

ー

簿繁

ル ?､§＃

溌綴 '《
鍔 鴬

字
“
噂
串
呼
や
Ｔ

一
市
報
へ
の
連
載
内
容
（
予
定
二 」

天
文
学
に
つ
い
て
星
空
の
観
察
か
ら
学

問
の
真
理
追
及
に
つ
い
て
（
五
月
号
で

掲
載
）
／
農
民
疾
苦
に
つ
い
て
／
国
際

性
に
つ
い
て
／
高
齢
化
に
つ
い
て
／
情

報
化
に
つ
い
て
／
日
本
地
図
に
つ
い
て

／
世
界
地
図
に
つ
い
て
／
中
国
地
図
に

つ
い
て
／
中
国
歴
史
地
図
帳
に
つ
い
て

／
師
や
友
人
に
つ
い
て
／
人
生
訓
、
勧

学
・
勧
善
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
テ
ー
マ
に
、

年
間
を
と
お
し
て
連
載
し
ま
す
。

、

1，

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
で
は
、
赤
水
の

業
績
の
紹
介
や
資
料
の
収
集
と
保
存
、

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
赤
水
記
念
館

の
建
設
促
進
を
目
ざ
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
一
月
に
は
、
赤
水
図
を
カ
ラ
ー

で
掲
載
し
た
「
長
久
保
赤
水
没
後
二
○

○
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
、
全
戸

配
布
し
ま
し
た
。

長
久
保
赤
水
没
後
二
○
○
年
を
記
念

し
て
会
員
（
年
会
費
三
千
円
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
郷
土
の
先
人

の
顕
彰
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

連
絡
先〒

三
一
八
’
○
○
三
一

高
萩
市
春
日
町
二
の
四
一

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
会
長

大
崎
宥
一
さ
ん

蕊
瀧
蕊
鶏
穏
侭

唖
餌
聯
貼
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・市政案内旧曜当番医など)テレフォンサービス

召23－1151，23－1152

●火災｡災害情報案内召24－0019
一

市内で初めての■ 認
｢地域興しマイスター

（ガーデニング担当)｣として活躍／

織畢蕊く…癖湯沸識辮#辮轆零…辮藷…慧蕊雫辮…………*溌篭製潔… ……蓉鍾 …………癖議識刈

柴田千代乃さん(高萩）

･は、中山間地域の活性化を目地域興しマイスターは、中山間地域の活性化を目

指して活動している団体に対し、それぞれ專門的な

分野から指導や助言を行う人のことで、任期は2年

間。現在、茨城県では27人が委I属され、柴田さんは

ガーデニングの分野を担当するマイスターとして市

内で初めて選ばれました。

柴田さんは永く花き栽培の仕事に携わり、今回は

その経験を生かした活動が期待されています｡｢自分

の仕事で堂んだことが、地域のみなさんに少しでも

お役に立てればいいと思っています」と柴田さん。

§

…
灘
群
議
講
鍔
婚
錘
瀧
稗
鰭
瀞
零
噸
鍵
謹
舞
躍
蕊

具体的な介護の方法を学ぶ

上鰯趣蕊蕊聴議会”や睡蕊渥琵蕊罫｜
ず3月7日(水)･14日(水)･21日(水)･28日(水) 蕊

総合福祉センターを会場に開かれたこの教室に

は、主婦など20人が参加。講師には身体障害者療

護施設「愛正園」の専門職員などを迎え、介護に

必要な医療知識や家庭でのリハビリのほか、具体

的な介護の方法などについて講義や実技をとおし

て学びました。

：
…ー

§

縞為圃…
…
§

10月末(予定)まで土岳周辺と花貫さくら公園内で整備工

事を行いますので、－部立ち入りができなくなります。

土岳では坂の上登山道やけやき平､山頂の整備を行います。

小滝沢や中戸川からの登山道などは利用できますが、山頂に

は立ち入ることができません。また、花員さくら公園ではト

イレ設置などの整備を行います。

これらの工事は、 4月中に始まり10月末までに完成の予定

です。みなさんのご協力をお願いします。

●商工観光課恋23-7316

澄み切った風

冬の早朝、山頂から望むパノラマの景観の中

に、澄んだ空気に誘われるように筑波山(写員

ー

’

蕊
常陽銀行高萩支店ロビー 日立市教育ブラザ｢市民ギャラリー」

旧立市神峰町）密22-2080吉田功さん

面22-2160

高萩盆栽会の『盆栽展』

とき／4月16日（月）～4月20日（金）

午前9時～午後3時

こうき

吉田好毅遺作展

とき／5月1日(火)～5月6日（日）

午前9時～午後5時

「北の灯台(尻屋灯台)｣し
茨城銀行高萩支店ロビー 召22-2028

光影塾の『写真展』

とき／開催中～4月27日（金）

午前9時～午後3時

茨城県天心記念五浦美術館 冠46-5311

画業60年村山密作品展一ｾｰﾇの岸辺力､ら

とき／4月7日(土)～5月27日旧）

午前9時30分～午後5時

入場料／一般600円､高大生400円、

小中生200円

＊第2 ． 4土曜日は、高校生以下

無料。

q｢セーヌ河畔｣(1977年）

蕊

’みよし高萩手綱店ギャラリー恋22-3993 鷺
蕊

『ウッドクラフト高岡作品展』

一木工の作品展一

とき／開催中～4月30日（月）

午前9時～午後6時30分

※展示作品を募集しています｡(会場使用料は無料）’’

8



◎まちの情報をお寄せください。
し市役所秘薑課恋23－7320

FKX24-4653

卒業祝いに『21世紀に生きる君たちへ』伺瀧螂作）

鍬

窓

ｔ

』』識
ん
な
の
ひ

3月14日(水）

昨年、図書購入のためにと贈られた百万円

に続いて、今度は卒業式目前の74人の6年生

全員に本が贈られました。当日は、下山田さ

んが同校を訪れ、本の贈呈式と6年生に卒業

を祝うお話をしました。

せんがい

佐川情崖さん(高萩)の活躍を祝う

2月26日（月）

昨年の第32回日展で2度目の特選を受賞した

書家の佐川さんを祝う祝賀会が大心苑森のホテ

ルで開かれ､関係者など約100人が出席。佐川さ
まいしん

んからは､「これからも書に遇進してみなさんの

恩に報いたい｣とあいさつがありました。

平成1 2年度｡ . ; ､

瀧県静靖少年プロジエクト実績議会

－ゴ

ろ
ば

パンジーの用土と肥料の研究成果を発表

受賞したのは高萩地区農業研究クラブ連絡協議会で活動する

渡辺洋一さん(写真賞状左)と下山田仁悟さん(写真創姑)。2人が研究し

たパンジーの用土と肥料が評価されたもので、今年7月の関東
快適な学習環境づくりに取り組む

ブロック実績発表会に出場することになりました。
2月25日(日）

同会は子どもたちの学習活動を支援するため

にPIAのお父さんたちで組織している団体で、

この日は約20人が参加。みなさんはそれぞれに
せんてい

持ち寄った道具を使って、校内の植木の剪定や隣

接する竜子山の立ち木の伐採などを行いました。

東小学校に「なかよし」の兄弟像

年間300日も晴れるモンゴル 2月27日(火）

3月11日(日） これは3年前に簡保資金融資で改築され

た同校に関東郵政局が贈ったもので、作品

は市内に住む征矢真一さん(下手綱)が製作し

た｢なかよし｣と題した兄弟像(写真上左)。当日

は高萩郵便局などの関係者のほか同校児童

のみなさんも参加し、除幕の後にはリコー

ダーの演奏がありました。

ｑ
￥

中央公民館で開かれたこの講演会に

は、会員など20人が参加。モンゴル出身

のチョインゾン・ムンフナサンさん(写真

左から2A目)を講師に迎え、｢青い空のモンゴ

ル｣と題した講話では､晴れた日の多いモ

ンゴルの生活の様子が紹介されました。鰯裳熱
9



花
粉
が
原
因
で
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
斗
ス
テ
ロ
イ
ド
の
入
っ
た
目
薬
や
鼻
の
薬
を

鼻
炎
と
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
を
と
く
に
圃
崎
罐
短
期
間
使
い
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
の
内
服

「
花
粉
症
」
と
よ
び
ま
す
．
特
に
ス
ギ
花
粉
腕
輔
薬
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

粉
症
は
患
者
さ
ん
も
多
く
症
状
も
ひ
ど
い
花
病
英
外
出
は
し
な
い
方
が
よ
い
の
で
す
が
、

一
度
花
粉
症
に
な
る
と
、
毎
年
症
状
が
桶
ｒ
Ｉ
諏
鵬
翻
睡
誤
鶴
雛
獣
棚
肘
準

た
め
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鯏
辮
職
蝋
網
僻
測
辮
繊
Ｃ
だ
さ
い
．
外
出
中
に
付
い
た
花
粉
を
室
内

が
職
淵
剛
鮴
剛
轍
鮒
漁

さ
れ
る
日
の
少
な
く
と
も
二
週
間
れ
ま
せ
ん
。
天
気
が
良
く
と
も
窓

前
か
ら
予
防
薬
を
飲
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
症
状
が
出
て
し
ま
う
と
、

な
か
な
か
効
果
が
で
ま
せ
ん
。

症
状
が
軽
け
れ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー

を
抑
え
る
目
薬
や
鼻
の
薬
を
使
い

ま
す
が
、
症
状
が
ひ
ど
い
と
き
は

シ

(株)永谷園茨城工場
一－

梶山七重さん(石滝）

Q・会社について教えて

ください。

A.従業員は150人、お

茶づけやお吸いもの、

ふりかけ、味噌汁など

を製造しています。

Q. どのような仕事をさ

れていますか？

A･ いわき市などにある

関連会社の生産を管

理・調整しています。

Q.仕事上で注意していることは何ですか？

A・お客様の接客や関連会社の人と接することが多いの

で､特に応対するときの接客態度には注意しています。

また、電話で応対することも多いので、言葉づかいに

も気をつけています。

:

Q. これからの目標をお聞かせください。

A、今、私が担当している関連会社は2社ですが、もっ

と多くを担当できるようがんばりたいと思います。

識
画プ

中
央
公
民
館
で
高
齢
書
大
琴
卒
業
・
修
ざ
式

３
月
７
日
（
水
）

今
回
、
卒
業
式
を
迎
え
た
の
は
馴
人
。

在
校
生
１
２
１
人
が
見
守
る
な
か
、
卒
業

証
書
が
次
々
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

式
の
後
に
は
在
校
生
の
修
了
式
も
開
か
れ

ま
し
た
。
松
岡
地
区
公
民
館
で
同
日
開
か

れ
た
幸
福
大
学
卒
業
式
で
は
川
人
が
卒
業

を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
在
校
生
調
人
が

修
了
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

ー

金
婚
の
お
祝
い
を
お
届
け
し
ま
し
た

３
月
旧
日
（
火
）

含
臼
ま
で
お
二
人
元
気
に
金
婚
を
迎
え

ほ
露
う
じ
ょ
う

た
調
組
の
み
な
さ
ん
。
市
で
は
褒
状
と
記

念
品
を
贈
っ
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。
市
長

の
突
然
の
訪
問
に
驚
か
れ
な
が
ら
も
、
み

な
さ
ん
は
お
二
人
仲
良
く
、
褒
状
を
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
。
（
写
真
は
大
和
町
の
宇
佐

美
泊
さ
ん
⑳
文
さ
ん
ご
夫
婦
・
）

文
化
会
鶴
で
第
空
回
高
萩
市
社
会
福
祉
大
会

３
月
３
日
（
土
）

・
毎
年
恒
例
の
こ
の
大
会
に
は
、
民
生
・

児
童
委
舅
や
社
会
福
祉
団
体
関
係
者
な
ど

約
７
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
．
会
場
の

み
な
さ
ん
は
、
茨
城
大
学
助
教
授
の
長
谷

川
幸
介
先
生
の
介
護
に
つ
い
て
の
講
演
を

熱
心
に
聞
き
ま
し
た
．
ま
た
、
引
き
続
き

行
わ
れ
た
、
同
仁
東
保
育
園
園
児
の
演
奏

も
楽
し
み
ま
し
た
。
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信棋映画雪5月12日仕114:30～
「子猫のスタジオ」

「ドナルドダックと貯金箱」

膨”惣劉4月21日|土)14:30～
「こいのぼり」 「こうもり」

「ランチボックス」 「ヘリコプター」

(あIさぢじ会1 14:30~
4月28日(土） 絵本 「びっくりおもち

ゃばこ」紙芝居 「クーたんとらりる

れロボット」 パネルシア泳宝「ブ

レーメンの音楽隊」

5月9日（水） 絵本「せかいいちおお

きなうち」紙芝居 「おたまじゃくし

のおとうさん」 パネルシアター

｢三びきのやぎのガラガラドン」

年間ベストセラー
（平成元年～12年）

識蒐卿{";…津j l溝本畷“蕊蕊蕊蕊諭批
蕊#灘鰯蔦蕊蕊蕊溌韓織鍵蕊蕊蕊灘織誕
斑“『J感…ffE｡"脅蕊蕊溌喪f砥
迩琿〆:"ざ忽藏鍵識乳？■ ■ 〃 ？』壷?謹迩ぶり1 ？

』癖ﾏデﾈ〃鋤鼠R｡J･ I>オフ堂諏J藝春秋
&6年 l犬溌謡J■う 永六輔著jjj i鐵鍛書店

ff""■切なき蝉記JJゴﾙ痴畷慰鐡溌繊会
憩賦;H蕊識溌妊簿山越麗蕊蕊騨E"↓
鳶蕊1打沁蕊蕊議蕊浄城鰯蕊蕊蕊識蕊溌嚥
蹴蕊唖識燕蕊簿ff瑚蕊溌蕊鐵蕊難き班
《"11"i :五“蕊J■JJ； ■z武洋厘篝E蕊唾談■社
12年fからあ城謹識いて 大平光代菩註毎匁〃

図書館ｶﾚﾝダ言●"‘I
’ ＝＝＝＝可

日月火水木金土

燕 ’ 2③④⑤

嚢
56
13

月20

27

恒旧沁

２２１

ボイス／・､、

_xUOIW夢逼今月‘〕

一鰯

一
Ⅷ
恥
泌
⑳
一
一
鰯

９
旧
お
犯

簿

８
５
２
９

｜
簿

の
奉
咽
の
窒
幽
一

６
旧
加
”
｜
畷

５
月
一

Ｉ
Ｌ
ｌ
働患

御
今
ま
鯵

鳴
転
竜
抵
感

弘
乱
や
毒
鰯

涯
辨
誕
吋
鰯

癖
亭
唖
諦
鉾

の
探
館

た
を
書
露

き
本
図

で
た
も
鰯

が
っ
ら

間
か
か
患

時
た
れ

し
み
こ
蟻

職
読
。

退
は
た
鋳

日
し

ー

懲鰯鰯●鐘鰯⑳蟻

昨年4月にオープンしたグリーン

ミュージアムで、山崎猛さんのオリ

ジナル作品を展示します。展示する

のは、平成9年に寄贈された石膏原

型10点です。 これはブロンズ像を制

作する原型として使用されるもので

すが、展示するにあたり表面に着色

を施しています。 2月に寄贈された

総合福祉センター前のブロンズ像

「ふれあい」の原型も展示します。

森
林
公
園

グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

Ⅱ
一
室
三
二
、
民

たかはぎグリーンミュージアム

冠20-5007房/示/綾/弱/の/鍔/介／
はこぶね

女の方舟・曙／沐浴／沐浴NIJUICHI/ふれあい

／クロソイドの女(A)/童女／生／童子／形態

A/形態B

山崎猛さん(1930年～1998年) ・写真右

市内秋山生まれ。茨城大学卒業、同大学名誉教授。

主な受賞歴： 1979年一陽展にてオベリスク賞/1984

年第3回高村光太郎大賞展にて第3回美ケ原美術館

賞/1986年第1回ロダン大賞展にて特別優秀賞など。

ー

唐
至高萩IC

常
磐
自
動
車
道

[一

高 萩市市民憲章
－

昭和49年制定

1. 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1. きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1.礼儀を正しく、 うるおいのあるまちをつくりましょう

1.元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

ⅧⅧhhL ■◆●◆ 州いⅧIllh O” L Ⅷ ㈹hm **ゅ 1qⅦ11WⅦ1‘ ‘◆◆●Ⅱ1Ⅷ、ⅧhL1bN●●●‘, 1州1ⅧⅦhl■●･台 MⅦ1ⅧW1h ■●●‘ LhhmⅧb q ●●●･qbblⅧⅧ㈹b ,“●叩 1州ⅧⅧい¥◆●fDbLⅧ叩ⅧWq り牛a‘,bLⅧ山Ⅷ11卜 ‘凸“､

みやぴ

征矢美雅さん(石滝）

場する赤ちゃんを募集しています。

20） までご連絡ください。秘書課（B23-7320）

i l



一
募
集
一

蕊
鯉
画憲

萩
市
民
ゴ
ル
フ
大
塞

▼
と
き
５
月
幻
日
（
日
）
。
▼
会
場
高
萩

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
．
▼
競
技
方
法
旧

ホ
ー
ル
ズ
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
（
新
ペ
リ

ア
方
式
）
．
▼
募
集
人
員
２
０
０
人
。

※
先
着
順
．
▼
プ
レ
ー
費
１
１
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

円
。
※
食
事
代
含
む
。
▼
参
加
費
２
，
０
０

▼
日
時
４
月
幻
日
（
金
）
午
後
１
時
釦
分
か

ら
．
▼
会
場
市
役
所
の
市
民
相
談
室
．
▼

相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会
所
届
の
弁
護
士

渡
邉
昭
先
生
．
▼
募
集
人
員
６
人
（
先
着

順
）
。
※
相
談
時
間
は
、
１
人
即
分
程
度
。
▼

申
込
４
月
劉
日
（
火
）
午
前
８
時
訓
分
か
ら

電
話
で
申
し
込
み
．
※
時
間
厳
守
で
お
願
い

し
ま
す
．
▼
問
合
せ
秘
書
課
琶
（
閉
）
７
３

２
０ 役立つ暮らし に無

料
の
法
律
相
談

蕊蕊…

宅 便酉己I
解職妙●紗争呼瀞紗鮮捗●等 鯵鮮溌, 妙識鯵静鯵鞭． 傍鞍辱嘩鮮率捧鯵謬鱗‘瀞 零診警零紳呼惨停醗酔鯵争命輔鯵醇秒警

鑛
娯毒

『
ハ
ー
モ
ー
ー
Ｉ
フ
ラ
イ
ト

い
ば
ら
き
２
○
○
１
』
の
団
鼠

▼
派
遣
国
ノ
ル
ウ
エ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド

イ
ツ
．
▼
派
遣
時
期
９
月
５
日
（
水
）
か
ら

旧
日
（
土
）
ま
で
の
Ⅲ
日
間
。
▼
募
集
人
員

配
人
．
▼
対
象
日
本
国
籍
を
有
し
、
５
年

以
上
県
内
に
居
住
し
て
い
る
女
性
。
ま
た
４

月
１
日
現
在
、
釦
歳
以
上
弱
歳
末
満
で
、
地

域
活
動
に
積
極
的
な
女
性
。
＊
県
主
催
の
海

外
派
遣
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
や
大

学
・
短
大
在
学
中
の
人
、
議
員
、
公
務
員
な

ど
は
除
く
。
▼
自
己
負
担
約
劉
万
円
（
市

か
ら
５
万
円
の
補
助
あ
り
）
。
▼
選
考
方
法

レ
ポ
ー
ト
と
面
接
。
▼
申
込
４
月
泌
日

（
水
）
か
ら
５
月
馴
日
（
月
）
ま
で
に
、
応
募
書

類
を
企
画
開
発
課
へ
．
▼
問
合
せ
企
画
開

発
課
恋
（
羽
）
２
１
１
８

０
円
。
▼
申
込
４
月
Ｆ
日
（
火
）
か
ら
５
月

旧
日
（
火
）
ま
で
に
、
参
加
薑
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ
．
▼
問
合
せ
市
民
体
育
館
召

（
羽
）
２
５
５
２

／ 、

霊園の僅臆篭

高萩第2霊園の増設にともな

い、霊園の使用者を募集します｡ 。

’所在地赤浜字大久保364番

地。 し募集区画西洋式5墓、日

本式44皇。 し応募条件平成13

年4月1日現在、市内に住所のあ

る人。現在使用している蟇地がな

い人。埋蔵するお胃がある人。 し

使用料と萱理料（ ）正洋式40

万円（3,040円)、日本式X9m2>
､ ． ､ ､ .#､､ 、瀞: ． ､ :、 ､< 、 ． 、 ’

72万円(3,780円)､巳本灘<12m2>
… 混濁:津f鍔:藩:患蕊強：

96万円（3〃80門)Ⅱぷい騨迩if"
､ . . : . . ､》 . ､､ ､.. ．､錐. ､ ､ ･･識､ 》 ､鶴鶴:． ､#､ .x ‘･*､.. ､ : ‘ ‘､ ･

月24日(火)から5月11窟(霊>談
：‘ …‘ ":が蕊 ､鋒

でに､印鑑を持参し生活環境課ぺ6

ー

§駄 伊鯵鮮癖感鯵紗総幣鮮鯵緋癖鯵紗 熱鐙鋸 醗綴鯵醗鯵鯵鯵珍鯵鰯伊鈴紗捗鰯や骸鯵紗鯵霞

年
の
３
月
別
日

（
日
）
ま
で
の
１
年

間
。
※
途
中
加
入

の
場
合
は
、
加
入

の
翌
日
か
ら
．

▼
申
込
市
民
体

育
館
に
あ
る
加
入

依
頼
害
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う

え
、
常
陽
銀
行
に

提
出
。
▼
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

恋
（
四
）
７
０
３
６

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

行
う
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
（
社
会
教
育
関
係
団
体
）
を
対
象
と

し
た
保
険
で
す
。
▼
対
象
と
な
る
事
故
グ

ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故
や
往
復
途
中
の
事

故
．
▼
保
険
期
間
４
月
１
日
（
日
）
か
ら
翌

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
害

*土、日、祝日を除く。莎悶合せ

;:卿生活環境課容(23)7031℃ F

’
て戸

認~て

'A

加入区’分 掛金(§1人年額）

子供のスポーツ、成人のボラン

ティア活動や文化活動
450円ー

B |老人クラブなど
61Dを除く成人のスポーツ

800円

1.400円

特定のスポーツ(山岳登はん､スカイダ

イビング、 フフメリカンフットボール）
， 9,000円

ノ、

伊伊綴妙●僻鯵鯵轍 鐸 縛鍛錐‘ 零欽‘ 骸鮮砂琴鱗●鮮鯵鹸鮮紗妙鯵鯵鯵寄紗専・ 購 拶静 挿
艤鱗 呼翰‘ 僻瞭‘ 鯵鯵呼争●辱締辱鯵紗騨鰊

一
お
知
ら
せ
一

高
萩
噸
学
筏
の

体
脅
館
を
自
由
開
放

今
年
度
も
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の

夜
間
に
、
高
萩
中
学
校
の
体
育
館
を
自
由
開

放
し
ま
す
。
▼
開
放
内
容
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
自
由
に
運
動
の

で
き
る
コ
ー
ト
と
、
親
子
で
楽
し
く
参
加
で

き
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ボ
ー
ッ
の
紹
介
・
実
践

を
行
う
コ
ー
ト
に
分
け
て
開
放
し
ま
す
。
ま

た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
ネ
ッ
ト
と
支
柱
）
と

卓
球
台
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
▼
持
参
す

る
も
の
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
．
▼
開
放
時
間

月
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
．
▼
問

合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
狂
（
四
）
７
０
３
６

霊
幽
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
郷
回
舂
の
山
野
草
展

出
展
作
品

▼
展
示
日
程
５
月
Ⅲ
日
（
金
）
か
ら
旧
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
．
＊
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
．
▼
搬
入
５
月
旧
日

（
木
）
。
▼
会
場
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ
。
▼

出
品
申
込
４
月
Ⅲ
日
（
水
）
か
ら
弱
日

（
水
）
・
＊
｜
人
５
点
以
内
．
▼
問
合
せ
文
化

会
館
恋
（
羽
）
７
４
１
１

12



ス
ト
レ
ス
が
多
く
か
か
る
時
代
、
２
人
に

１
人
は
悩
み
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
相
談
は
、
県
精
神
保
健

セ
ン
タ
ー
精
神
科
の
医
師
が
行
い
ま
す
。
本

人
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
相
談
く
だ
さ
い
．

相
談
内
容
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま

危
険
物
取
扱
書
試
験
と

危
険
物
取
扱
書
試
験
準
備
講
雪
会

試
験
▼
試
験
日
６
月
型
日
（
日
）
。

▼
会
場
茨
城
県
立
日
立
第
一
高
等
学
校

（
日
立
市
）
。
▼
申
込
５
月
８
日
（
火
）
午
前

９
時
釦
分
か
ら
午
後
３
時
訓
分
ま
で
に
、
県

中
小
企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
）
へ
。

ま
た
は
、
５
月
８
日
（
火
）
か
ら
旧
日
（
火
）
ま

で
に
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
。
▼
手
数
料
甲
種
５
，
０
０
０
円
／
乙

種
３
，
４
０
０
円
／
丙
橦
２
，
７
０
０
円
．

講
習
会
▼
講
習
曰
く
乙
種
〉
５
月
旧
日

（
木
）
、
Ⅲ
日
（
金
）
／
〈
甲
種
〉
５
月
陥
日
（
水
）
、

Ｗ
日
（
木
）
。
▼
会
場
〈
乙
種
〉
勤
労
福
祉
会

館
（
日
立
市
）
／
〈
甲
種
〉
茨
城
県
開
発
公
社

ビ
ル
（
水
戸
市
）
．
▼
申
込
５
月
８
日
（
火
）

午
前
９
時
別
分
か
ら
午
後
３
時
訓
分
ま
で
に

県
中
小
企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
）
ま

で
。
▼
手
数
料
（
カ
ッ
コ
内
は
会
員
外
）
甲

種
１
１
，
０
０
０
円
（
１
４
，
０
０
０
円
）
／

乙
種
１
０
，
０
０
０
円
（
１
３
，
０
０
０
円
）
．

問
合
せ
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消

防
本
部
内
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局
恋
（
胆
）

０
１
１
９

こ
こ
ろ
の
相
談

が 崎 f 唇 葱 樺 静 繩 副炉F lW1 4､ 小炉唖F IT 帆 F 1句 r 1m 岬f qⅡ 岬叩 1弓 研F1、 叩岬炉 リ' 巾 が 1‘ 砂 W ぜ 『 虚f醤種醇 4W

マ
ル
福
制
度
幸ゞ

〈
医
療
福
祉
制
度
）
の
一
部
改
正
誇企

マ
ル
福
制
度
は
、
妊
産
婦
や
母
子
家
庭
の
蕊
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．
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０
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４
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保険料は月13,300円

国民年金の保険料は､平成12年度と同額の13,300円に決まりました｡納

め忘をしないよう口座振替をお勧めします。

お得です1 1保険料の前納割引き

1年間の保険料を一括して4月27日(金)までに納めると、 月々納める

場合より割り引きがありお得です。

定額保険料前納する額156,770円 *2,830円お得！

付加保険料 〃 161,480円 ＊2,920円お得1

年金額に反映される 「免除制度」

失業や事業の不振など諸事情により保険料が納められない場合、免除

制度（所得制限あり）があります。年金は、国民年金や厚生年金などを

通算して25年以上ないと受け取ることができません。 この年数には、免

除期間も加えられ年金額に反映されます。また、障害年金にも該当する

ことがありますので相談ください。

ー

伊辱ご皆雲夢醤署章菅r 塁 彦歩厚苧ご雪・ 琴⑭
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．

▼
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．
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．
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学生の保険料納付の特例

学生も20歳になると国民年金に必ず加入しなければなりません。所得

がない学生については、親の所得に関係なく免除申請を受け、保険料の

納付を『猶予』することができます。 この期間中に障害者となった場合、

障害の程度に応じ障害年金も受けられます。

申請手続 3月31日現在で20歳の人…5月中

それ以後に20歳になる人…年金手'帳が届いてから
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瀞蕊速バｽに新路線誕生
高萩インターチェンジ(IC)から乗

車できる北茨城～東京線が3月30B

(金)から運行を開始しました。駐車場

も高萩IC入口に完備されています。

運行本数毎日往復2本◎

運行時刻 （高萩IC発)7:04,8:04。

（東京発) 16:20， 17:20°

運賃高萩～東京駅(片道)2,750円。

●JRバス関東(株)常磐支店画22-3177

騒鮮|体験乗馬教室の参加者募集
期間4月28日(土)～5月6（日）。

会場オールド・ウエスト乗馬クラ

ブ（北茨城市中郷町日棚)。

対象小学校高学年以上で健康な人。

募集人員 1日5人程度。

内容指導者のもとで基本的な乗馬

の技術を30分程度学びます。

申込電話（午前9時～午後6時）

で申込み。

●オールド・ウエスト乗馬クラブ

川本昭宏さん召43=4114

鼠茨城県警察官の採用試験
受付4月27日(金)まで。

受験資格平成13年10月1日から

勤務可能な人。A区分:昭和46年4

月2日から昭和54年4月1日まで

に生まれた人で、大学（短期大学を

除く）を卒業した人。 B区分：昭和

46年4月2日から昭和58年4月1

日までに生まれた人で、A区分の受

験資格に該当しない人。

1次試験5月13日（日）。

●茨城県警察本部警務課採用係

BO120-314058騒溌神社の棒ささら舞い
日時4月15日(日)午前10時～・

会場丹生神社境内。

●丹生ささら保存会事務局(図書館内）

恋23－7174

魚隊本育英会の奨学生募集
対象高校、高専、専修学校、短大、

大学、大学院の学生・生徒。

奨学金の種類第1種奨学金（無利

子)、きぼう21プラン奨学金（有利子)。

貸与期間奨学生と認められた月か

ら卒業まで。

貸与月額 18,000円～130,000円。

＊奨学金の種類などによって異なり

ます。

●日本育英会茨城県支部

BO29-231-5411

鍵てｾﾐﾅｰの受講者募集
日時4月21日(土)午後1時30分

～3時。

会場有明集会所。

内容 「愛は妥協なく」をテーマに

（社)倫理研究所の専念講師による講

話。個人の質問も出来ます。

参加費無料。

申込当日直接会場へ。

●八巻恒男さん恋22-4322

ー

鱗鑛川心ｲ雫ﾝ”
とき 7月10B(火)～14B(r)。

会費75,000円（フエリー利用)。

募集人員40人。

●北茨城市民講師会沢龍次さん

ぼ42－6214

蕊溌職蕊「鵜の岬温泉鵜乗乗の湯十王｣オープン4月28日(土）
・場所国民宿舎「鵜の岬」 となり。 ・利用時間午前10時～午後

9時（1 1～3月は午後8時まで)。 ・料金平日/800円、休日／

1,000円。＊平日、休日ともに午後4時以降500円。 12歳未満は半

額、3歳未満は無料。 ・問合せ鵜来来の湯十王準備室容32－1126零
譲録 慰蕊
霧鍵識”あ

社会福祉協議会へ

cASA奥村新聞店社員一同（安良川）

6,400円

･豊田守さん（上君田) 100,000円

●立正佼成会茨城教会婦人部

70,000円

･安島克己さん（安良川) 100,000円

図書館へ図書寄贈

・下村哲さん（安良川）

・鈴木瑛子さん（島名）

…識溌驚認評蕊鷺鐸謹、承写舞鐙蕊嫌………

3月号14ページに掲載しました｢愛正園｣の表記

に誤りがありました。訂正しおわびいたします。
一議灘議灘ｼ､: ｡:､?､識識織離鶴…

轤蕊蕊蕊驚ひたち国際大道芸5月12日(土)･ 13日(日）
・会場ひたちぎんざも－る、 日立新都市広場、常陸多賀駅前よかっぺ

通りなど。 ・内容大道芸人約20組が出演。 ・問合せ （財)日立市科学

情報文化財団（日立シビツクセンター)BO294-24-7711

句声

翻躍蕊鰯蕊公共の宿「マウントあかね』オープン1周年記念イベント
5月1日(火)～2日(水) ：レストラン｢ルピナス倶楽部｣で食事をした先

着100人に苗木をプレゼント。 5月3日(木)～5日(土) :農林水産物な

どの即売会､山野草展､野点など。●問合せマウントあかね恋30-0606
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SPORTS無鵜の相談 第12回高萩市子ども会駅伝大会

口日時2月25日（日） 口会場手綱

工業団地内口参加20チーム
…溺灘…；…脅鍛鱒群藤灘《…

スポーツの結果
オーブンの音隆. , '､

懐勝

準優勝

3位

一般の部

銅
浜

島
小
高

<_iﾃ政相談
日時：4月12日(木)・26

後鰯鰐～3購〆場所且姉

/霜議員:誇禾清相談員
●秘書課冠23-7320

26

y
／

日(木)午

姉民相談室

スタートの

様子医

〈交通事蚊相談 ／
、

日時：4月17日(火)午前10時～

午棲怠時/場所:市罵相談室fゞ
●生活環境課恋23-7031

、／

4月1日から市役所の組織が一部変わりました。

4月1日から工業団地の分譲を促進するため、経済部に企業誘致推進室（B

23-7321）を設けました。事務室は第2庁舎2階（福祉事務所の上）です。

〉＜心配ごと相談

付の人事異動です。4月1:日日時：毎週木曜日の午後1時～3

時魂場所:総合福祉這ンターX":7？
*箱談の内蓉により奔謹士相議を
受けることができます。

●識会福祉協議会恋23-8341？

鞠 驫 、 ● ● 轡謬 鯵 嘩 露 鯵 簿

部長級口市長公室参事兼企画開発課長：大部弘口総務部長：下山田保雄

口民生部長：相良光男口民生部参事兼総合福祉センター長：青山治郎口経

済部長：鈴木俊光口経済部参事兼商工観光課長：鈴木末男口経済部参事兼

企業誘致推進室長：棚谷稔口議会事務局長：斉藤博口高萩市・ '一王町事務

組合事務局長：豊田信二□EI立・高萩・十王広域下水道組合事務局次長：佐

川春久

課長級口市長公室職員課長：椎名忠義口総務部庶務課長：平田晴一

口総務部財政課長：大武時男口総務部副参事：斎藤栄口総務部税務課長：

鈴木一司口民生部市民課長：澤田和典口民生部保険年金課長：野中嘉明

口民生部高齢福祉課長：佐川俊幸口民生部健康づくり課長：若林俊夫口民

生部副参事兼健康づくり課保鯉予防係長：佐川邦夫口民生部生活環境課長：

荒川要司口民生部福祉事務所長：黒沢行雄口経済部農林課長：鈴木賢治

口経済部副参事・企業誘致推進室：遠藤宏口建設部都市計画課長：鈴木勝一

口教育委員会生涯学習課長兼歴史民俗資料館長：鈴木仁口教育委員会図書館

長：矢野正三口監査委員事務局長：中村實昭口水道部業務課長：我妻成光

口水道部施設課長：狩野正嗣

課長補佐級口市長公室秘書課長補佐兼広報広聴係長：松井茂口市長公室

職員課長補佐兼職員係長：下山田幸口総務部税務課長補佐兼管理徴収係長：

棚谷光雄口民生部保険年金課長補佐兼国民健康保険係長：大和田隆口民生

部福祉事務所長補佐兼社会福祉係長：細金文孝口経済部農林課技佐：下山田

忠廣口経済部商工観光課長補佐兼商工係長:飯田義雄口建設部土木課技佐：

村山司郎口建設部土木課長補佐兼管理係長：吉久保昌弘口建設部都市計画

課長補佐：渡辺恭伸口会計課長補佐兼出納係長：佐々木敏三郎口水道部施

設課技佐兼給水係長：村田始口水道部施設課長補佐兼浄水1係長：佐藤昇

口教育委員会松岡地区公民館副館長：渡辺寿一口農業委員会次長補佐兼農地

係長：大和田通明

係長級口市長公室企画開発課開発係長：郷土明男口総務部庶務課庶務係

長：杉田誠一口総務部財政課管財係長：岡崎安彦口総務部税務課市民税係

長：小野恭生口民生部市民課管理係長：籠宮洋子口民生部保険年金課医療

福祉係長：坂場利子口経済部農林課地籍調査係長：下山田長明口経済部農

林課農業土木係長：神代哲之口経済部企業誘致推進室係長：藤井勝口建設

部土木課土木係長：下山田康夫口建設部都市計画課庶務計画係長：鈴木積穂

口水道部業務課料金係長：佐川一郎口教育委員会学校教育課指導係長：花園

文嘉口高萩市一十王町事務組合係長：菊地秀一口日立・高萩・十王広域下

水道組合係長：赤津卓男口茨城租税債権管理機構係長：小野寺利光

新規採用職員、 口市長公室企画開発課主事:伊藤秀彦口総務部財政課主事：

鈴木雅口総務部庶務課主事：清水秀雄口総務部税務課主事補：細金満寿

口民生部高齢福祉課主事：平良聡口経済部農林課主事：阿部雅史口建設部

土木課主事：浅井一良口水道部施設課主事：弓野義雄口教育委員会学校教

育課主事：小茂田睦美口教育委員会スポーツ振興課主事：松下淳一口教育

委員会学校給食センター調理手：丹野庸平

《3月31日付退職者＊ （ ）は退職時の所属・役職》口芳賀博行（総務部長）

口藤田一夫（総務部参事） 口愛川好美（市長公室参事・住宅公社常務理事）

口藤田泰治（市長公室参事兼職員課長） 口松島巧一（民生部長） 口小泉米三

(経済部長） ロ大津一(議会事務局長） 口神永喜美子(民生部市民課管理係長）

口小田倉直子（民生部保険年金課医療福祉係長） 口淀川雅子（民生部福祉事務

所係長<高萩保育所>） 口鈴木光利（水道部施設課浄水l係長）

ー

<霊襄真而巡回稠談 ＞
臼躍無月蕊富(金)蕊諭9時蕊謹
午/場所:嵩萩市民ゼンターF
●福祉事務霧恋23"030"fm

灘霧黛悪凝壁
●福祉事務所画23-7030

）<精神保健相談(予約制） ＞

5蕊2日(郷認9日“)､午御Ⅱ
時～2時／場所：日立保健所

●日立保健所『冠0294-22-4188 ー

<暮らしの相談(予約帝､ ＞

禦撰瀦鰯鴬蕊
●冒泣郵便鼠霊029421-0"I

1蕊…唾＃
総合福祉センター内浴場

溌溌9(月)･23（月）
趨副14(月)･28(月）

トイレの汲み取り

"22(B)･29(B)･30(月）
騒副3(木)･4(金)･ 15(土）

6(日)・13(日)・14(月）

、 ---_ 、 ／
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一審を待つ《小滝浜)一

棚谷寿夫さん（高戸）

［絵と文］

3月上旬の午後、小滝沢は薄日に小雪が舞っ

ていて、人一人いない静寂の世界に、せせらぎ

の音だけが聞こえていました。吹き溜った枯葉

の川沿い、木漏れ日の木々の間から微かな浅緑

色の気配を感じとることができました。

それは、やがて訪れる春の歓喜の、今舞って

いる小雪のように淡く消えそうなサインなのか

も知れません。

ー

学
び

けやき

高萩小学校の擦夷蟻望拙
る

同校のシンボルとなっているこ 大

の檸は、門を入ってすぐ左側に 樹
立っています。推定樹齢は約600

年。四方に伸びた枝が、子どもた

ちの成長を優しく見守っていま

す。これからの季節は、新緑が生

命の息吹を感じさせてくれます。

箸

＃

…

拓

隅

霧
善蕊±

1.

雁 儲

蓉

識

漣

カタクリ(ユリ科）

(撮影／下君田地内） 蕊
熱

蕊
ー

’5月
電話

(24)1212

(23)1122

(32)5577

(22)3512

(23)2318

4月 日曜当番医です。〕 L

籟
雛

午前9時～午後4時

病院･医院名（所在地）

やすらぎの丘温泉病院(下手綱）

高萩協同病院（安良川）

伊師内科クリニック(十王町）

立花医院（東本町）

宍戸小児科医院(安良川）

時間

日

6日

13日

20日

27日

灘鰯蕊日 病院･医院名(所在地） ｜ 電話
一一一

滝川医院(春日町） ｜ (23)3100
十王医院（十王町） （32)3266

悪

8日

松岡クリニック(下手綱） （22)1000

たばたクリニック（高戸） （20)5511

15日

22日

29日
灘
ざ.. ､宝”

ヤ
心
皮

唱
撰
群

園；高萩それいゆ病院(上手綱) (24)0770

④n号
No.494

市報だかはぎ
平成13年4月5日発行

4月の納税 し納期は、5月1日(月)です。
＊固定資産税・都市計画税（第1期） ＊国民年金（4月分）

3／1現在人口

鰯覇
■編集／高萩市役所秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1

B0293(23)7320

■印刷／成文堂印刷

■ホームページで市報がご覧になれます。

ホームページアドレス http://www.net-ibaraki.ne.lp/takahagi/

■市報への意見や市への要望は､Eメールでお寄せください。

電子メールアドレス takahagi@ponet-ibarakinejp

34,536人(＋1）

17,016人(+4)

17,520人(－3）

()は前年比世帯数1 1,873世帯(＋5）
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